
山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク再認定審査について

平 成 ２ ６ 年 ７ 月 ２ ４ 日  

山陰海岸ジオパーク推進担当  

平成２２年１０月に世界ジオパークネットワークに加盟認定された山陰海岸ジオパークは、４年に

１度の世界ジオパークネットワークの再認定審査を８月に受検します。この度は、昨年１２月に日本

ジオパークに認定された鳥取市西部のエリア拡大も含めて再認定を目指しています。

１ 現地審査日程

平成２６年８月３日(日)～８月６日(水)の４日間 

月 日 府 県 市 町 視察場所等 

８／３(日) 鳥取県 鳥取市 鳥取砂丘 

８／４(月) 
鳥取県 

鳥取市 
あおや和紙工房、鹿野町並み 

※出発前に山陰海岸ジオパーク全体の概要説明 

岩美町 
浦富海岸島めぐり遊覧船、城原海岸 

渚交流館、山陰海岸学習館 

兵庫県 新温泉町 湯村温泉旅館 

８／５(火) 
兵庫県 

新温泉町 新温泉町山陰海岸ジオパーク館 

香美町 今子浦 

豊岡市 神鍋火山、玄武洞公園 

京都府 京丹後市 丹後温泉旅館 

８／６(水) 

京都府 京丹後市 大成古墳 

兵庫県 豊岡市 

兵庫県立大学大学院、コウノトリ文化館 

日和山ガイドセンター 

意見交換会、記者会見等 

（イタリア、中国から審査員が来日）  

３ 受検対応

山陰海岸ジオパーク推進協議会（事務局、学術部会、関係府県市町）を中心に、それぞれの視察先、

ガイド団体、日本ジオパーク委員会、環境省等と連携して現地審査受検に対応する。 

４ エリア拡大について 

山陰海岸国立公園を中心とする、京都府の経ヶ岬から鳥取県の白兎海岸にかけての東西約 110km、南

北最大30kmに及ぶ山陰海岸ジオパークエリアを、活断層地形と鳥取地震の災害遺構や鳥取砂丘から連続

する砂丘地形に着目し、西側の青谷海岸にかけて約10km 拡大する(全体で東西約120kmに)。これにより、

エリア面積が約2,458  となる。 ※日本ジオパークとしては、昨年12月の再認定とともにエリア拡大も認定済 
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５ 審査結果の発表

９月１９日(金)～２２日(月)にカナダ・ストーンハンマージオパークで開催される「第６回ジオパー

ク国際ユネスコ会議」にて、審査結果が発表される予定。 

６ 参考：「第４回アジア太平洋ジオパークネットワーク山陰海岸シンポジウム」について 

山陰海岸ジオパークでは、アジア太平洋各国のジオパーク関係者の相互理解を深めるとともに、日本

ジオパークネットワークの活動状況や成果をアジア太平洋地域に広く発信するため、平成２７年に「第

４回アジア太平洋ジオパークネットワーク山陰海岸シンポジウム」を開催する。（別紙参照） 

   会    期 ： 平成２７年９月１６日(水)～２０日(日)

   開 催  地 ： 鳥取市、豊岡市、京丹後市ほか

   参加予定者数 ： ６００名（国外２００名、国内４００名）

※アジア太平洋ジオパークネットワークのメンバー：中国、インドネシア、日本、韓国、マレーシア、ベトナム 

※これまでの開催地：第１回〔Ｈ19年〕マレーシア（ランカウイ）、第２回〔Ｈ23年〕ベトナム（ドン・バン）、 

第３回〔Ｈ25年〕韓国（済州島） 
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